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♪
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
坂
本
九
の

歌
が
リ
バ
イ
バ
ル
ヒ
ッ
ト
し
た
。

上
を
向
い
た
そ
の
遥
か
彼
方
か
ら

12
月
6
日
に
「
は
や
ぶ
さ
2
」
が

幾
多
の
難
関
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成

功
さ
せ
地
球
に
帰
還
す
る
予
定
。

2
0
1
4
年
の
打
ち
上
げ
後
3
年

半
で
僅
か
直
径
約
9
0
0
ｍ
の
小

惑
星
「
り
ゅ
う
ぐ
う
」
に
到
着
し

二
度
に
わ
た
り
着
陸
に
成
功
。

　

地
中
に
人
工
的
に
ク
レ
ー
タ
ー

を
作
り
、
そ
の
中
か
ら
貴
重
な
石

や
砂
を
カ
プ
セ
ル
に
採
取
し
た
と

み
ら
れ
る
。
そ
の
カ
プ
セ
ル
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
部
の
砂
漠
に
投

下
さ
れ
る
。
こ
の
試
料
の
分
析
が

進
め
ば
、
太
陽
系
の
成
り
立
ち
に

新
た
な
発
見
が
あ
る
こ
と
に
大
き

な
期
待
が
ふ
く
ら
む
。

　
「
は
や
ぶ
さ
2
」
に
は
、
外
出

自
粛
に
伴
う
経
済
の
停
滞
や
大
国

の
対
立
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
混
乱
す
る
地
球
が
ど
の
よ
う

に
映
る
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
は
、
地
球
へ
の
帰
還
時
に

燃
え
尽
き
る
こ
と
な
く
再
び
10
年

余
り
の
歳
月
を
か
け
て
小
惑
星
探

査
に
旅
立
つ
。
何
か
と
暗
い
話
題

が
多
い
中
、
星
空
を
見
上
げ
な
が

ら
暗
黒
の
宇
宙
か
ら
青
い
地
球
に

戻
る
「
は
や
ぶ
さ
2
」
に
6
年
間

の
探
査
の
成
功
を
称
え
、
一
日
も

早
い
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
と
次
の
新

た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
功
を
祈
り

た
い
。編

集
委
員　
　

小
田
中　

衛

❖内容 p.16 新型コロナウイルスに関連した人権への配慮
  （人権政策課）

p.17 『ぼくとわたしの作品』 （野岸小学校）
p.18 『えんぴつリレー』 

  （鴇久保区 岡山幸子／東小諸区 中堀剛）

p.19 【募集】第56回児童生徒新年書初め展
第22回虚子・こもろ全国俳句大会

p.20 12月公民館講座のご案内
『俳句・川柳』 （小諸俳句会／柳好会）

p.21 文化センターだより／11月小諸市文化会館スケジュール

10
月
2
日
㈮
開
催
【
こ
も
ろ
女
性
の
家
講
座
】

お
料
理
教
室　
〜
自
家
製
酵
母
を
使
っ
た
パ
ン
作
り
〜



16令和 2年11月号

　新型コロナウイルス感染症に関連して、感染した方や回復された方、また医療関係を
はじめ、私たちの生活に欠かせない仕事である物流、交通関係、清掃業などに従事され
る方やその家族にむけた差別や偏見、誹謗中傷等が全国的に問題となっています。
　例えば、医療従事者等がタクシーの乗車を拒否されたり、保育園等で子どもの預かり
を拒否されるなどが事例として紹介されています。
　感染のリスクの高い状況の中、業務や対策及び治療にあたる医療従事者等や子どもに
対する偏見や差別は、決して許されるものではありません。新型コロナウイルスには、
しっかり予防していても、誰もが感染する可能性があります。もし感染したとしても、
感染した人が悪いわけではありません。

感染した人も、しない人も誰もが笑顔で暮らせる小諸市にしましょう。

シトラスリボンのホームページ　https://citrus-ribbon.com

新型コロナウイルスに
　　関連した人権への配慮
～エッセンシャルワーカーに感謝を
 感染した人やその家族に思いやりを～ 人権政策課

― シトラスリボンプロジェクトを紹介します ―
　「シトラスリボンプロジェクト」は、愛媛県の団体が始めた取組みです。
　誰もが新型コロナウイルスに感染するリスクがある中、たとえ感染しても、差別や
偏見、誹謗中傷されることなく、地域の中で笑顔の暮らしを取り戻せるよう、「ただ
いま」「おかえり」と受け入れられる雰囲気をつくり、思いやりのある暮らしやすい
地域づくりを目指す活動です。
　この趣旨に賛同する人や企業が、愛媛県特産の柑橘にちなんだシトラスカラーリボ
ンを身に着けるなどして参加する市民運動です。
　リボンで表す 3つの輪は、地域・家庭・職場（学校）を意味します。

みんなで思いやりの輪を拡げましょう。
小諸市文化センターロビー

シトラスカラー（柑橘をイメージした色：緑・黄・オレンジなど）のリボンや紐（45cm）などを用意します。リボン
の色や材質はお好みで…

【シトラスリボンの作り方】

中心 ≈ 中心

≈
⬅

⬅ ⬅

シトラスリボンの完成！

最後に三つの輪を外側に引くリボンを順番に入れる

「シトラスリボン」 を身に付けたり、玄関や郵便受けなど目に触れるところに飾ってください

エッセンシャルワーカーとは

　社会生活を維持するうえで不可
欠な仕事に従事する労働者のこと
です。
 （例）医療機関や介護施設従事
者・警察官・消防士・電気や水道
などの公共事業者・公共交通機関
の運転手・宅配便などの配達員・
スーパーや飲食店の従業員など



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。

17 令和 2年11月号

№317№317

野 岸 小 学 校

　ぼくたち六年生は、図工の授業で、学校のとなり
にある熊野神社の絵をかきました。友だちの多くは、
神社の建物を大きくかいています。けれど、ぼくは
鳥居のみ力にひかれ、鳥居を中心にかくことにしま
した。かくとき、石の色や地面のでこぼこなどを表
現するのが大変でした。遠近感が出るように石の大
きさや土の色にこだわりました。葉の表現に一番な
やみましたが、色々試してみて、最後はすきまに色
を入れ、太陽の光が降りそそぐ感じを出しました。
細かいところも多く難しかったけれど、楽しくきれ
いにかけてよかったです。

「太陽でかがやく鳥居」 六年一組　髙
たか

橋
はし

　　暖
ひなた

　この絵で工夫したところは神社を紙いっぱいに拡
大してかいたところや同じ茶色でも少しちがうよう
にぬったところです。ほかにも、おく側の茶色の濃
さを出すのが大変だったけれど、しっかりぬりまし
た。がんばったところはおくゆきを出すことです。
それが一番大変でした。色をぬるのも、線からはみ
出さないようにぬるのも大変でした。ぬっていると
きに色がとぎれないように、パレットの上に多めに
出すのも加減がわからなくて頭をひねりました。
　かき終わったときはすごく達成感があって気持ち
が良かったです。

「神社」  六年一組　井
い

村
むら

駿
しゅん

佑
すけ

　私がこの絵で特にがんばったのは、手前のこま犬
です。このこま犬のどこをがんばったかというと、
はく力を出すことです。絵にかいてみるとなかなか
はく力が出ないので、何回もかき直しました。鼻や
きば、目のバランスをとるのも難しかったです。ま
た、色は赤、青、黄の三色ですべてを作りました。
こま犬の灰色は作るたびにちがうこさになるので、
混色にはとても苦労しました。でも構図や混色をが
んばったので、そこを見てもらえたらうれしいです。

「こま犬と社の 2ショット」 六年二組　髙
たか

橋
はし

彩
あや

花
か



18令和 2年11月号

内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp

い
う
自
転
車
は
、
何
度
も
書
籍
や

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
、
お
そ

ら
く
マ
ニ
ア
の
間
で
は
日
本
一
有

名
な
自
転
車
だ
と
思
い
ま
す
。
昨

今
で
は
美
術
館
や
博
物
館
へ
貸
し

出
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ

の
場
合
の
保
険
は
7
0
0
万
円
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
運

搬
は
美
術
品
専
用
の
大
き
な
ト
ラ

ッ
ク
に
こ
れ
を
一
台
乗
せ
、
あ
と

は
全
部
緩
衝
材
で
一
杯
で
す
。
ま

る
で
仏
像
み
た
い
な
扱
い
で
す
ね
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
自
分
の
自
転
車
と
し
て
所
有

し
て
い
る
の
が
27
台
か
な
。
発
注

済
み
や
構
想
中
と
い
う
の
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
増
え
る
で

し
ょ
う
。
ス
ペ
ー
ス
的
に
田
舎
暮

ら
し
で
な
い
と
難
し
い
趣
味
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

僧
が
、
転
勤
族
に
な
っ
て
全
国
を

サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
、
今
ま
た
故
郷

に
帰
っ
て
自
転
車
オ
ヤ
ジ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

実
は
自
転
車
に
は
洋
服
と
同
様

に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
世
界
が
あ

り
ま
し
て
、
鉄
パ
イ
プ
の
銘
柄
か

ら
指
定
し
て
、
す
べ
て
を
自
分
の

体
格
と
好
み
に
合
わ
せ
て
作
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は

お
弁
当
を
持
っ
て
旧
道
や
山
道
を

ト
コ
ト
コ
走
る
ツ
ー
リ
ン
グ
の
世

界
が
専
門
な
の
で
す
が
、
そ
う
す

る
と
道
路
状
況
や
荷
物
の
量
に
よ

っ
て
必
要
と
さ
れ
る
機
能
が
違
い

そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
自
転
車
が
あ
る

と
具
合
が
い
い
の
で
す
。
つ
ま
り

所
有
す
る
自
転
車
の
台
数
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
し
ま
い
に
は
お
散
歩
専
用
車

と
か
、
3
、
4
、
5
月
に
し
か
乗

ら
な
い
春
物
の
ラ
ン
ド
ナ
ー
な
ん

て
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
作
る
こ

と
自
体
が
楽
し
い
の
で
、
出
来
あ

が
っ
て
一
度
も
地
面
に
降
り
て
な

い
自
転
車
も
何
台
か
あ
り
ま
す
。

　

実
用
の
自
転
車
の
他
に
、
コ
レ

ク
タ
ー
ズ
ア
イ
テ
ム
と
い
う
分
野

も
あ
り
ま
し
て
、
著
名
人
の
所
有

車
や
五
輪
や
世
界
選
の
使
用
車
、

歴
史
的
に
貴
重
な
自
転
車
な
ど
で

す
。
大
先
輩
の
加
藤
一
画
伯
か
ら

譲
っ
て
も
ら
っ
た
1
9
6
8
年
製

ル
ネ
・
エ
ル
ス
・
ロ
ン
シ
ャ
ン
と

た
フ
ジ
バ
カ
マ
に
蝶
の
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
7
年
前
か
ら
、
菅
平
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
の
会
と
毎
月
2
回
自
然

観
察
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
日
に
か
、
鴇
久
保
の
空

に
鴇
が
飛
ん
で
い
る
の
を
夢
み
、

人
々
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い

き
ま
す
。

　

約
1
1
0
年
前
の
5
月
、
島
崎

藤
村
は
鴇
久
保
を
訪
れ
、「
千
曲

川
の
ス
ケ
ッ
チ
」
の
冒
頭
〝
田
舎

の
中
の
田
舎
〞
と
紹
介
し
て
い
ま

す
。10

年
前
、
佐
渡
島
の
鴇
が
佐
久

穂
町
ま
で
飛
ん
で
来
ま
し
た
。
そ

の
折
、
鴇
の
名
の
付
く
鴇
久
保
区

が
注
目
さ
れ
、
鴇
の
生
育
に
よ
い

環
境
に
し
て
、
再
び
の
飛
来
を
待

と
う
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

村
の
住
民
や
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々

20
数
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
集
ま

り
、
葦
の
生
い
茂
っ
て
い
た
荒
廃

地
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鴇

の
餌
と
な
る
ド
ジ
ョ
ウ
や
フ
ナ
の

池
を
つ
く
り
、
今
で
は
美
し
い
棚

田
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、
ま
ず
米
作
り

が
あ
り
ま
す
。
区
民
や
市
の
小
学

校
、
都
会
の
人
に
参
加
を
呼
び
か

け
、
田
植
え
、
稲
刈
り
そ
し
て
稲

掛
け
ま
で
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。

11
月
23
日
に
は
収
穫
祭
を
開
き
、

取
れ
た
お
米
で
餅
を
つ
い
て
祝
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
蛍
の
復
活
に

成
功
し
ま
し
た
。
9
月
に
は
植
え

　

自
転
車
が
大
好
き
で
す
。
小
諸

の
坂
道
を
走
り
回
っ
た
自
転
車
小

「
い
つ
の
日
に
か
」

鴇
久
保
区　
　

岡
山　

幸
子

（
鴇
久
保
ビ
オ
ト
ー
プ
の
会
）

No. No. 154154

　

私
た
ち
「
鴇
久
保
ビ
オ
ト
ー
プ

の
会
」
の
活
動
は
、
今
年
で
10
年

目
に
入
り
ま
し
た
。

　

鴇
久
保
区
は
千
曲
川
の
左
岸
、

御
牧
ケ
原
へ
行
く
途
中
に
あ
る
80

戸
位
の
区
で
す
。

　

ビ
オ
ト
ー
プ
と
い
う
言
葉
は
ド

イ
ツ
語
で
、「
野
生
の
生
き
物
が

イ
キ
イ
キ
と
く
ら
せ
る
環
境
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
日
本
に
あ
て
は

め
れ
ば
、
昔
か
ら
日
本
人
が
自
然

と
共
生
し
て
暮
し
て
来
た
「
里
山

の
環
境
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

「
自
転
車
小
僧
の
な
れ
の
果
て
」

東
小
諸
区　
　

中
堀　

剛

鴇久保ビオトーブ

ルネ・エルス・ロンシャン



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。

19 令和 2年11月号

第56回

児童生徒新年書初め展　作品募集
― 新年への希望や決意を込めて書いた作品を募集します ―

◇開催日時 令和 3年 2月 5日㈮～ 2月 7日㈰
9：00～17：00（ただし、 7日㈰は16：00）

◇場 所 乙女湖体育館（小諸市文化センター内）
◇応募資格 市内に居住する児童生徒、市内の学校・書塾へ通学する児童生徒
◇作品種別 漢字・仮名（一人 1点とし、公募展に出品したものは認めない）
◆申込期間 小学生は、令和 3年 1月15日㈮16：00まで

中学生・高校生は、令和 3年 1月18日㈪16：00 まで
学校又は書塾を通じてお申し込みください。

◇問い合わせ先 児童生徒新年書初め展事務局（文化センター内）　☎0267-23-8880

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇開開開開開開開開開

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇場場場場場場場場場場場場場場場場場
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆申申申申申申申申申申申申申申申申

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇問問問問いい問問

第22回

虚子・こもろ全国俳句大会　作品募集
　近代俳句の巨匠・高濱虚子先生は、昭和19年から22年まで現在の小諸市与良町で生活し、多くの貴重な作品を遺
されました。その偉業を顕彰する市立高濱虚子記念館の開館を記念して今年も「虚子・こもろ全国俳句大会」を開
催します。

◇募 集 部 門 小学生の部・中学生の部・高校生の部・一般の部
◇応 募 方 法 俳句 3句 1組　雑詠（テーマは自由、本人が詠んだ未発表の句に限る）

応募用紙（コピー可）または、Ａ 4用紙に楷書で「住所・氏名（俳号）・年齢・電話番号・作品」を記入。
「氏名（俳号）・作品」には必ずふりがなをつける。
※小学生・中学生・高校生は、学校名と学年も記入。また郵送のほか、ＦＡＸ・電子メールでも応募可。

◇投 句 料 一般の部　 3句 1組1,000円　定額小為替（無記名）または現金書留で作品と投句料を同封。
※一般の部は、何組でも応募可。
※小学生の部・中学生の部・高校生の部は無料ですが、投句はお一人様応募用紙 1枚（ 6句）まで。

◆応 募 締 切 令和 2年11月30日㈪必着
◇選考・著作権等 厳正な審査のうえ決定。入賞作品の著作権ならびにこれから発生する全ての権利は小諸市に帰属する。
◇発表・表彰 入賞者への連絡及び小諸市公式サイトでの公表（令和 3年 2月上旬）をもって発表。

※今大会の表彰式は、新型コロナウイルス感染症予防の観点から開催いたしません。

◇応募先・応募について

　市立小諸高濱虚子記念館

　〒384-0006 長野県小諸市与良町 2 - 3 -24

　TEL 0267-26-3010／FAX 0267-26-3011／Mail haiku＠city.komoro.nagano.jp

◇その他の問い合わせ

　小諸市教育委員会　文化財・生涯学習課 

　〒384-8501 長野県小諸市相生町 3 - 3 - 3

　TEL 0267-22-1700／小諸市公式サイトhttps://city.komoro.lg.jp

　※投句用紙は、小諸市公式サイトからもダウンロードできます。
小諸時代の高濱虚子
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こもろ女性の家　 お家時間を楽しむ
～ Xmas・迎春・新学期まで長く楽しむ ～

【講師】夢ハーベスト農場 小林千代子
◇開 催 日　12月 3 日㈭
◇開催時間　10：00～12：00
◇場 所　第一講義室
◇定 員　15名
◇材 料 費　3,000円
◆申込み期間　11月12日㈭～11月18日㈬

　 ワード講座 
～ 写真やイラストなどを使ってオリジナル年賀状を作ろう ～

【講師】ＮＰＯ法人 こもろ情報ひろば
◇開 催 日　12月 8 ・11・15日（火・金）
◇時 間　 9：30～11：30
◇場 所　図書学習室 
◇定 員　10名
◇参 加 費　無料 

）

◆申込み期間　11月 6 日㈮～11月20日㈮

こもろ女性の家　 家庭でできる東洋医学
食と体と心・いつまでも自分らしく

【講師】水嶋クリニック　院長
◇開 催 日　12月 8 日㈫
◇時 間　15：00～16：00
◇場 所　第一講義室
◇定 員　20名
◇テキスト代　500円
◆申込み期間　11月10日㈫～11月16日㈪
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― 12月公民館講座のご案内 ―
　申込みは平日 9：00～17：00。申込み多数の場合は
初心者優先とし公民館にて責任抽選いたします。また、
申込み少数の場合や新型コロナウイルス感染拡大防止
により講座が中止や変更になることがあります。
▼小諸市文化センター
 　TEL 0267-23-8880　　　　　　　

　 親子で挑戦 ヘクセンハウス 
～ お菓子の家作り ～

はちみつ入りのおいしいクッキー生地を使って、お菓子の家作
りをします。型紙どおりに生地を切って焼いたら、親子で協力
してお家を組み立てていきます。 

【講師】福島 弥生（福島さん家のパン）
◇開 催 日　12月13日㈰
◇時 間　10：00～14：00
◇場 所　料理教室
◇定 員　 6組
◇材 料 費　 1組700円
◆申込み期間　11月 9 日㈪～11月20日㈮
※お昼をまたいで作業になりますので必要な方は飲み
物、軽食等をご用意ください。

　 小諸市星空観望会 
～ ふたご座流星群を観察しよう ～

一年で最も多く、流星が見られる流星群をみんなで観察しましょう

【講師】天文同好会　流天
◇開 催 日　12月12日㈯　※雨天・曇天の場合は館内
◇時 間　19：00～21：00
◇場 所　小諸高原美術館（駐車場は高原美術館西側）
◆申込み期間　11月20日㈮～12月 4 日㈮
　　　　　　（ネットでの申込みは12月10日㈭まで）
※中学生以下は保護者同伴。
※野外で観測しますので、懐中電灯、防寒着をご準備ください。
※望遠鏡や双眼鏡をお持ちの方は講師が使い方の説明
も行いますのでご持参ください。
※当日参加も可能ですが事前の申し込みにご協力ください。
　当日のキャンセル連絡は不要です。



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。

21 令和 2年11月号

【公民館・こもろ女性の家】 令和 3年 1月利用予約11月 2 日㈪
（貸出備品含む）

【乙 女 湖 体 育 館】 令和 3年 5月利用予約11月 2 日㈪
【文 化 会 館】 令和 3年11月利用予約11月 5 日㈭

受付開始日

期日 開演 イベント名 主催者 問い合わせ先

1 日㈰ 13：30 サンクスギビングコンサート 野岸小学校 0267-22-0463

7 日㈯ 13：00 第36回佐久地区ボランティア・地域活動フォーラム 小諸市社会福祉協議会 0267-26-0315

8 日㈰ 10：45
14：00

合同発表会
東小学校吹奏楽部50周年コンサート 東小学校 0267-22-0659

11日㈬ 10：30 なかよし音楽会 信学会 0267-22-2327
（しらかば幼稚園）

19日㈭ 10：30 なかよし音楽会 信学会 0267-22-2327
（しらかば幼稚園）

25日㈬ 9：00 指定自動車教習所の職員に対する法定講習 長野県指定自動車教習所協会 026-293-4711

27日㈮ 13：30 小諸市介護予防ささえ愛サポーター研修 高齢福祉課 0267-22-1700

29日㈰ 13：45 第12回シンデレラバレエスタジオ発表会 シンデレラバレエスタジオ 0267-77-7773

1111月　小諸市文化会館スケジュール月　小諸市文化会館スケジュール

およそ600㎏のアレチウリ文化センターから乙女駅までの遊歩道

小諸アレチウリ駆除の会の皆さんと 
 協力団体の皆さん

　こんにちは。文化センターです。
　 9月 6日㈰に、乙女駅と文化センター周辺におい
て特定外来生物アレチウリの駆除活動が行われまし
た。
　早朝より30名ほどが集まって、アレチウリを手で
抜き取りました。重量にしておよそ600㎏のアレチ
ウリを抜き取ることができました。
　 9年前に乙女駅周辺で駆除活動を始めたころは一
面がアレチウリだったそうです。「このままでは美
しい小諸の景観が損なわれてしまう。自然環境や生
態系を保護したい」と小諸アレチウリ駆除の会の皆
さんと協力団体の皆さんで、毎年駆除をすることで
少しずつ減ってきています。
　アレチウリの多くは河川沿いに繁殖するため、乙
女湖公園と文化センターの近くを流れる繰矢川の河
岸の樹木にもからみついています。これらの場所も
毎年、駆除作業を行っています。
　また 8月下旬には文化センター第 2駐車場から乙
女駅までの遊歩道の草刈りと周りの樹木の枝打ちを
センターの職員で行いました。
　遊歩道も広く、明るくなりました。紅葉の季節で
す。ぜひ散策にお出掛けください。

― 文化センターだより ―


